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た、この時期の行政はイギリス人官僚が担い、予算はロンドンの Clonial Office で
決定されていた。軍隊についても例外ではなく、イギリス統治下の軍隊である





































































を、19世紀の西欧列強の “Scramble for Africa”と、その後のベルリン会議におけ
るアフリカ分割にまで遡って明らかにすることで、アフリカにおける政治現象の背
景と特質がアフリカ以外の者にも理解できるよう努力している。また、独立後のタ
ンザニアの外交政策の基本的方向性がどのような理由で確立したか、その方向性の
下で4代にわたる大統領が、国内外の状況変化をどのように認識し、その変化に合わ
せてどのような具体的政策をとってきたかを、歴史的事実を丹念に追いながら跡付
けている。さらに、これまでの外交政策に関するモデルを批判的に検討しながら、
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タンザニアの特質に合わせた分析枠組を作り上げている。また，何よりも注目すべ
きは，マレコ氏がタンザニア大統領府，政権党であるタンザニア革命党，タンザニ
ア外務・国際協力省，通商産業省，財務・経済活力省、議会、企業、民間団体、メ
ディア等に関係する人々265名を対象にインタビュー調査を実施し、タンザニアにお
ける外交政策過程の実態を明確にしたことである。こうしたインタビューの実施
は、外交官として在ウガンダ タンザニア副大使という要職に登りつめた者でなけ
ればできないことであり，この博士論文に一般の研究者ではもたらすことのできな
い深みをもたらしている。 
 
６．論文の評価 
 国際関係に関する論文においては、国家を抽象的にイメージし、国際システムを
構成する１アクターとして画一的に取り扱う場合も少なくない。しかし、実際には
各国家は全て同じではなく、その形成過程から生じるいくつか特質（idiosyncrasies）
を備えている。マレコ氏は外交官として、この特質を外交の現場で直接に経験し、
各国家の持つ国内的環境、地域的環境、国際的環境に注意を払っている。同時に、
過去の理論的研究業績に関する検討も十分に行い、各国の持つ特質を意識しながら
理論的枠組を組み立てている点で高く評価できる。さらに、外交官としての長年の
経験から、研究者が見落としがちな微妙な外交の機微に関する理解も深く、研究者
としては学ぶことが多い。本学位請求論文は、学術論文として十分な水準を持つと
同時に、外交官でなければ語れない内容を含んでいると評価できる。外国語能力に
ついては、英語、フランス語の能力も十分である。 
 
７．論文の判定 
 本学位請求論文は，本学学位規程の手続きに従い，審査委員全員による所定の審
査及び試験に合格したので，博士（政治学）の学位を授与するに値するものと判定
する。 
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